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韮
崎
市
は
「
愛
犬
の
リ
ー

ド
を
外
し
て
遊
べ
る
場
所
が

ほ
し
い
」
と
い
う
市
民
か
ら

の
要
望
に
応
え
、
昨
年
８
月

か
ら
円
野
町
の
午
頭
島
公
園

内
南
側
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
整

備
し
、
３
月
24
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　

こ
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
小

型
犬
（
体
重
５
㌔
以
下
）
用

の
約
２
７
０
平
方
㍍
と
、中
・

大
型
犬
用
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
約

５
９
０
平
方
㍍
の
２
つ
の
エ

リ
ア
を
整
備
し
た
も
の
で
、

各
エ
リ
ア
内
に
は
ベ
ン
チ
も

設
置
し
て
い
る
。

　

市
内
の
公
園
で
の
犬
の
散

歩
は
禁
止
だ
っ
た
が
、
市
民

か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た

め
、
昨
年
４
月
～
５
月
に
韮

崎
中
央
公
園
、
午
頭
島
公

園
、
釜
無
川
河
川
緑
地
公
園

な
ど
、
市
内
５
カ
所
の
公
園

で
犬
の
散
歩
を
認
め
る
実
証

実
験
を
実
施
し
て
、
一
般
の

公
園
利
用
者
と
犬
が
共
存
で

き
る
か
を
検
証
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
ト
ラ
ブ
ル
や

マ
ナ
ー
違
反
な
ど
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

と
し
て
一
定
の
広
さ
が
確
保

で
き
る
公
園
と
し
て
、
午
頭

島
公
園
を
選
び
、
昨
年
８
月

か
ら
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
を

進
め
て
き
た
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
オ
ー
プ
ン

式
典
に
は
、
関
係
者
や
愛
犬

家
約
15
人
が
訪
れ
、
内
藤
久

夫
市
長
は
「
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
愛
犬

家
同
士
が
交
流
で
き
る
愛
さ

れ
る
施
設
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

愛
犬
家
た
ち
は
、
早
速

ド
ッ
グ
ラ
ン
に
入
っ
て
、
愛

犬
の
リ
ー
ド
を
外
し
て
一
緒

に
走
っ
た
り
、
た
わ
む
れ
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

　

神
山
町
の
中
田
麻
美
さ
ん

（
41
）
は
、「
リ
ー
ド
を
外
し

て
犬
と
遊
ぶ
場
所
が
市
内
に

な
か
っ
た
の
で
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
利
用
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
利
用
は
無

料
で
利
用
時
間
は
、
４
月
～

９
月
が
午
前
６
時
～
午
後
６

時
ま
で
、
10
月
～
３
月
は
午

前
６
時
～
午
後
５
時
ま
で
。

利
用
に
あ
た
り
マ
ナ
ー
袋
や

洗
浄
水
の
持
参
、
施
設
内
で

の
エ
サ
や
り
の
禁
止
な
ど
の

注
意
事
項
が
あ
る
。

　

ま
た
、
実
証
実
験
を
行
っ

た
釜
無
川
河
川
緑
地
公
園

（
水
神
）
と
塩
川
ふ
れ
あ
い

公
園
（
中
田
町
）
に
つ
い
て

も
、
24
日
か
ら
園
路
の
み
で

犬
の
散
歩
が
で
き
、
犬
を

リ
ー
ド
で
つ
な
ぐ
（
２
㍍
以

内
）
こ
と
や
食
べ
残
し
の
持

ち
帰
り
な
ど
の
注
意
項
目
を

設
け
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

は
韮
崎
市
役
所
建
設
課
で
☎

45
・
７
６
２
３
ま
で
。

し
て
「
市
立
穂
坂
小
学
校
を

ほ
か
の
小
学
校
と
統
合
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
す
る

中
間
報
告
を
ま
と
め
、
３
月

26
日
に
堀
川
薫
教
育
長
に
中

間
報
告
書
を
提
出
し
た
。

　

小
中
学
校
の
適
正
規
模
・

配
置
を
検
討
す
る
検
討
委

は
、
市
内
小
中
学
校
に
国
が

定
め
る
公
立
小
中
学
校
の
学

級
数
の
標
準
規
模
「
12
学
級

以
上
、
18
学
級
以
下
」
に
満

た
な
い
小
規
模
校
が
あ
る
こ

と
や
児
童
・
生
徒
数
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
小
中
学
校
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
も
の
で
、
昨
年
６
月

に
韮
崎
市
学
校
運
営
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
学
校
長
、
学
識
経
験
者

な
ど
14
人
で
構
成
す
る
「
韮

崎
市
立
小
、
中
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
検
討
委
員
会
」

を
設
置
。
市
の
教
育
委
員
会

か
ら
諮
問
を
受
け
て
検
討
し

て
き
た
。

　

同
検
討
委
員
会
の
中
間
報

告
で
は
、「
穂
坂
小
は
４
年

生
と
５
年
生
が
複
式
学
級
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
児
童

数
を
見
て
も
解
消
が
見
込
め

な
い
こ
と
か
ら
、
通
学
距
離

や
時
間
を
考
慮
し
て
、
韮
崎

小
学
校
ま
た
は
韮
崎
北
東
小

学
校
と
早
期
に
統
合
の
準
備

を
開
始
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
の
適
正
規
模

に
つ
い
て
は
「
小
学
校
で
は

１
学
年
２
学
級
以
上
、
中
学

校
で
は
１
学
年
３
学
級
以
上

が
望
ま
し
い
」
と
し
た
う
え

で
、「（
小
中
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
は
）
一
律
に
基
準
を

当
て
は
め
ず
、
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
、
地
域
住
民
と
話

し
合
い
、
地
域
の
実
情
を
考

慮
し
て
進
め
る
こ
と
」
と
明

記
し
て
い
る
。

　

市
教
委
に
よ
る
と
、
４
月

上
旬
に
は
内
藤
久
夫
市
長
に

中
間
報
告
書
を
提
出
す
る
予

定
で
、
今
年
度
は
、
地
域
住

民
に
説
明
会
を
開
い
て
中
間

報
告
の
内
容
を
説
明
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

韮
崎
市
内
の
小
中
学
校
の

適
正
配
置
を
検
討
す
る
「
韮

崎
市
立
小
、
中
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
検
討
委
員
会
」

（
清
水
宏
幸
委
員
長
）
で
は
、

３
月
24
日
、
児
童
数
の
減
少

や
複
式
学
級
な
ど
を
理
由
に

　

少
年
野
球
の
軟
式
用
グ
ラ

ブ
（
グ
ロ
ー
ブ
）
の
仕
上
げ

作
業
を
通
し
て
親
子
の
絆
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
ア
リ
ー

ナ
を
運
営
し
て
い
る
株
式
会

社
ミ
ズ
ノ
は
３
月
22
日
、
有

料
の
「
親
子
グ
ラ
ブ
づ
く
り

教
室
」
を
初
め
て
開
い
た
。

　

こ
の
グ
ラ
ブ
づ
く
り
教
室

は
、「
世
界
に
ひ
と
つ
」
の

グ
ラ
ブ
を
親
子
で
つ
く
り
、

野
球
の
普
及
や
道
具
を
大
切

に
す
る
心
を
育
む
き
っ
か
け

に
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も

の
で
、
同
社
で
野
球
用
具
の

修
理
業
務
に
約
20
年
携
わ
っ

た
経
験
の
あ
る
塩
尻
市
ユ

メ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
（
長
野

県
）
の
松
下
英
敏
館
長
が
講

師
を
務
め
た
。

　

当
日
は
韮
崎
ア
リ
ー
ナ
の

会
議
室
で
教
室
が
開
か
れ
、

親
子
３
組
が
参
加
。
牛
革
製

の
紐
を
右
投
げ
用
の
グ
ラ
ブ

に
通
す
作
業
を

体
験
し
、
松
下

館
長
は
「
グ
ラ

ブ
に
紐
を
通
す

作
業
は
力
が
い

る
の
で
、
親
子

で
協
力
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い

い
、
慣
れ
な
い

な
が
ら
も
親
子

で
協
力
し
て
グ

ラ
ブ
を
完
成
さ

せ
た
。（
写
真
）

　

ま
た
、
松
下
館
長
は
「
グ

ラ
ブ
は
オ
イ
ル
を
塗
り
す
ぎ

る
と
柔
ら
か
く
な
り
す
ぎ
る

の
で
注
意
が
必
要
。
使
っ
た

後
の
泥
や
砂
を
落
と
し
て
専

用
オ
イ
ル
を
薄
く
全
体
に
ま

ん
べ
ん
な
く
塗
る
こ
と
が
大

事
」
と
グ
ラ
ブ
の
手
入
れ
の

仕
方
や
保
存
方
法
な
ど
を
紹

介
し
た
。

　

完
成
後
に
は
、
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
に
移
動
し
て
参
加
者

同
士
や
親
子
で
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
行
い
、
完
成
し
た

グ
ラ
ブ
の
使
い
心
地
を
試
し

て
い
た
。

　

穂
坂
町
か
ら
参
加
し
た
横

森
咲
笑
さ
ん（
穂
坂
小
３
年
）

は
、「
グ
ラ
ブ
づ
く
り
は
力

が
必
要
で
お
父
さ
ん
と
協
力

し
て
つ
く
れ
ま
し
た
。
早
く

自
分
の
グ
ラ
ブ
で
練
習
や
試

合
を
し
た
い
で
す
」と
い
い
、

父
親
の
栄
司
さ
ん
（
36
）
は
、

「
子
ど
も
の
グ
ラ
ブ
を
つ
く

れ
る
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

し
た
。
娘
も
喜
ん
で
く
れ
て

よ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

小
中
学
校
適
正
規
模・配
置
検
討
委

穂
坂
小
の
統
合
案
を
報
告

世
界
に
ひ
と
つ
の
グ
ラ
ブ

韮
崎
ア
リ
ー
ナ
で
体
験
教
室

午頭島公園にドッグラン完成

愛犬家の交流拠点に

犬のリードを外してドッグランを利用する＝ 3 月 24 日

https://e-iezukuri.net/
https://lin.ee/Hqfs6Y0
https://www.instagram.com/simurakensetsu3536?igsh=eTJ4ZTdmdHl5ODh5
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り
上
げ
ら
れ
た
人
物
に
縁

の
あ
る
場
所
を
尋
ね
る
視

察
旅
行
は
、
40
代
の
頃
か

ら
始
め
、
年
３
、
４
回
行

う
人
気
企
画
。
最
近
で
は

「
紫
式
部
の
縁
の
地
を
巡

る
旅
」
を
企
画
し
た
。

　

ま
た
、
韮
崎
市
郷
土
史

研
究
会
会
員
と
し
て
自
宅

の
あ
る
上
ノ
山
地
区
に
残

る
史
跡
の
調
査
・
整
備
に

も
取
り
組
み
、
石
碑
や
神

社
の
由
来
を
調
査
し
て
、

冊
子
に
ま
と
め
た
ほ
か
、

戦
国
武
将
の
武
田
勝
頼

が
、織
田
軍
に
攻
め
ら
れ
、

人
ひ と

　

韮
崎
市
上
ノ
山
で
生
ま

れ
育
っ
た
高
野
豊
村
さ
ん

（
81
）
は
、
地
域
の
史
跡

の
調
査
や
保
護
、
韮
崎
市

に
縁
の
あ
る
人
物
の
足
跡

を
後
世
に
伝
え
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
金
融

機
関
に
勤
め
る
も
仕
事
に

魅
力
が
感
じ
ら
れ
ず
退

職
。
新
聞
広
告
で
見
か
け

た「
世
界
お
と
ぎ
話
全
集
」

に
心
を
動
か
さ
れ
、「
子

ど
も
に
本
を
届
け
る
仕
事

が
し
た
い
」
と
24
歳
で
市

内
に
書
店
を
開
き
独
立
。

　

大
河
ド
ラ
マ
な
ど
で
取

新
府
城
か
ら
落
ち
延
び
る

際
に
、
炎
に
包
ま
れ
た
新

府
城
を
振
り
返
っ
た
と
伝

わ
る
上
ノ
山
の「
涙
の
森
」

の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て

き
た
。荒
れ
て
い
た
森
を
、

７
年
か
け
て
整
備
し
た
も

の
で
、
若
い
世
代
が
こ
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
、

「
自
信
を
持
っ
て
訪
れ
る

人
を
迎
え
ら
れ
る
場
所
に

な
っ
た
」
と
胸
を
張
る
。

　

さ
ら
に
、
小
林
一
三
に

関
す
る
調
査
研
究
や
史
跡

の
保
全
を
行
う

「
逸
翁
す
み
れ

会
」
の
会
長
と

し
て
、
韮
崎
市

出
身
の
小
林
一

三
の
偉
業
が
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
と
肩
を
落
と

す
。
実
業
家
と
し
て
阪
急

電
鉄
を
創
業
し
、
宝
塚
歌

劇
や
阪
急
百
貨
店
、
東
宝

な
ど
の
事
業
を
築
い
た
偉

人
で
あ
る
こ
と
を
「
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
活
動
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、「
毎

日
が
楽
し
い
」
と
笑
み
を

浮
か
べ
る
高
野
さ
ん
。
座

右
の
銘
は
、
作
家
・
吉
川

英
治
の
言
葉
の
「
我
以
外

皆
我
師
也
」
で
、「
人
と

出
会
う
ほ
ど
に
、
学
ぶ
こ

と
が
あ
る
」
と
、
地
域
の

歴
史
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

活
動
が
今
日
も
続
い
て
い

る
。

地
域
の
歴
史
を
未
来
へ
と

上
ノ
山　

高
野
　
豊
村
さ
ん

ま
で
の
全
12
回
で
毎
月
第
４
土

曜
日
の
午
前
９
時
30
分
に
韮
崎

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
で

実
施
す
る
。
対
象
は
小
学
１
年

生
～
中
学
３
年
生
ま
で
。
参
加

費
は
１
回
６
０
０
円
。
問
い
合

わ
せ
は
☎
０
９
０
‐
２
４
２
０

‐
３
６
０
８
（
牛
山
）
ま
で
。

■
新
府
城
跡
を
歩
こ
う

　

４
月
25
日
に
「
歴
史
薫
る
春

の
新
府
城
跡
を
歩
こ
う
」
が
開

か
れ
る
。
韮
崎
市
中
央
公
民
館

主
催
。
当
日
は
新
府
城
跡
駐
車

場
に
午
前
９
時
集
合
。
定
員
15

人
。
参
加
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
20
・
１
１
１
５
ま
で
。

■
新
府
藤
武
神
社
例
大
祭

　

中
田
町
の
新
府
城
跡
内
に
あ

る
新
府
藤
武
神
社
で
４
月
19

日
、「
新
府
藤
武
神
社
例
大
祭
」

が
開
か
れ
る
。午
前
８
時
開
会
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
22
・
１
９
９

１
ま
で
。

■
穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い
セ

22
・
４
９
４
６
ま
で
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甘
利
山
倶
楽
部

は
、
４
月
25
日
と
26
日
に
甘
利

山
山
頂
付
近
で
実
施
す
る
「
甘

利
山
春
の
草
刈
り
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
。
午

前
９
時
開
会
で
途
中
参
加
可

能
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
22
・
６

６
８
２
ま
で
。

■
学
ん
で
に
っ
こ
り

　

５
月
９
日
に
「
学
ん
で
に
っ

こ
り
円
野
町
を
散
策
し
よ

う
！
」
が
開
か
れ
る
。
韮
崎
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
主

催
。
午
前
９
時
20
分
に
円
野
公

民
館
に
集
合
。
参
加
費
１
０

０
円
。
定
員
15
人
（
要
予
約
）。

詳
細
は
☎
22
・
１
１
２
１
ま
で
。

■
い
け
ば
な
子
ど
も
教
室

　

韮
崎
市
文
化
協
会
池
坊
韮
崎

支
部
で
は
、
４
月
25
日
か
ら
始

ま
る
「
伝
統
文
化
い
け
ば
な
子

ど
も
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。
活
動
は
来
年
３
月

■
偉
人
資
料
館
企
画
展

　

韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ

コ
リ
内
の
韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉

人
資
料
館
で
企
画
展
「
昭
和
１

０
０
年
を
迎
え
て
・
韮
崎
市
の

人
と
く
ら
し
～
教
育
・
文
化
編

～
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
会
期

は
来
年
３
月
22
日
ま
で
。
入
館

無
料
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時

～
午
後
５
時
。
月
曜
日
休
館
。

詳
細
は
☎
21
・
３
６
３
６
ま
で
。

■
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会

　

韮
崎
市
立
大
村
記
念
図
書
館

は
、
４
月
29
日
に
「
ぬ
い
ぐ
る

み
の
お
と
ま
り
会
」
を
開
く
。

対
象
は
同
図
書
館
の
利
用
登
録

を
し
て
い
る
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
。
定
員
20
人
（
要
予
約
）。

午
後
２
時
開
会
。
申
し
込
み
は

11
日
か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

　

昨
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
会
社
「
合
同
会

社
ニ
ラ
サ
キ
ヤ
」（
中
央
町
・

岩
下
和
彦
代
表
社
員
）
の
１

周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
次
に

必
要
な
も
の
は
？
」
が
３
月

17
日
に
本
町
の
空
き
店
舗
で

開
か
れ
た
。（
写
真
）

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域

住
民
や
市
内
商
店
街
の
事
業

者
な
ど
に
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
や
商
店
街
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
お
う
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
東

京
都
東
久
留
米
市
を

拠
点
に
ま
ち
づ
く
り

事
業
を
行
う
株
式
会

社HITOTOW
A

の

荒
昌
史
代
表
を
講
師

に
迎
え
た
講
演
と
荒

代
表
と
内
藤
久
夫
市

長
に
よ
る
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
が
行
わ
れ

た
。

　

当
日
は
約
40
人
が
参
加

し
、荒
代
表
は「
地
域
の
人
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
信
頼
関

係
を
築
い
て
、
暮
ら
し
を
豊

か
に
す
る
」を
意
味
す
る「
ネ

イ
バ
ー
フ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
久
留
米
市

で
の
事
例
と
し
て
、
団
地
１

棟
を
改
修
し
た
地
域
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
「
ひ
ば

り
テ
ラ
ス
１
１
８
」
を
設
け

た
こ
と
を
紹
介
し
、「
地
域

の
横
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な

く
、
団
地
の
元
入
居
者
が
懐

か
し
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
時

間
軸
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
３
年
か
ら

始
め
た
不
動
産
業
に
つ
い
て

は
、「
東
久
留
米
市
で
は
歴

史
的
な
建
物
が
相
続
に
よ
る

土
地
の
売
買
な
ど
で
失
わ
れ

て
い
る
」、「
東
久
留
米
市
に

し
か
な
い
も
の
を
ど
う
継
承

し
て
い
く
か
を
考
え
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
地

域
の
風
景
を
守
っ
て
い
る
」

と
話
し
た
。

　

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
で
司
会
を

務
め
た
ニ
ラ
サ
キ
ヤ
の
西
田

遥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、「
韮
崎
の
ま
ち

な
か
エ
リ
ア
の
盛
り
上
が
り

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
」
と

質
問
し
、
内
藤
市
長
は
「
店

の
人
が
他
の
店
の
こ
と
を
紹

介
す
る
関
係
性
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
、
相
乗
効
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

市
民
が
新
し
い
店
を
訪
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
課
題
も
あ

る
」
と
答
え
た
。

　

荒
代
表
は
「
８
年
間
で
韮

崎
の
ま
ち
な
か
に
30
件
を
超

え
る
店
舗
が
誕
生
し
て
い
る

と
聞
き
、
驚
い
た
。
た
だ
、

こ
の
ペ
ー
ス
で
続
く
こ
と
を

当
た
り
前
と
思
わ
な
い
こ
と

が
必
要
で
、
商
店
街
の
盛
り

上
が
り
は
、
続
い
て
い
る
店

舗
に
正
解
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
話
し
た
。

　

閉
会
後
、
岩
下
代
表
は
、

「
こ
ん
な
に
多
く
の
人
と
ま

ち
づ
く
り
の
話
を
で
き
る
と

は
、
１
年
前
に
は
想
像
し
て

い
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん
の
力

を
借
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
」
と
話
し
た
。

ン
タ
ー
は
、
４
月
11
日
に
「
ヒ

ラ
タ
ケ
植
菌
講
座
」（
参
加
費

５
０
０
円
）
を
開
く
。
ま
た
、

18
日
は
「
春
の
植
物
観
察
会
」

（
３
０
０
円
）、
25
日
は
「
野
鳥

観
察
会
」（
同
）
が
行
わ
れ
る
。

11
日
と
18
日
は
午
前
10
時
開

会
。
25
日
は
午
前
９
時
30
分
開

会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
37
・
４

３
６
２
ま
で
。

■
大
人
食
堂

　

４
月
11
日
に
韮
崎
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
「
大
人
食
堂
～
コ

ハ
ラ
ン
チ
～
」
が
開
か
れ
る
。

定
員
15
人
（
要
予
約
）。
参
加

無
料
。
午
前
11
時
開
会
。
問
い

合
わ
せ
は
☎
０
９
０
‐
８
３
０

９
‐
９
３
６
５
（
清
水
）
ま
で
。

■
ホ
ー
ル
ひ
と
り
じ
め

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル
で
は
、
５
月
４
日
～

６
日
、
９
日
、
10
日
に
大
ホ
ー

ル
と
小
ホ
ー
ル
を
貸
し
切
り
で

き
る
「
大
・
小
ホ
ー
ル
ひ
と
り

じ
め
２
０
２
６
」
を
実
施
す

る
。
各
日
午
前
９
時
か
ら
50
分

ご
と
の
予
約
制
。
参
加
費
は
１

人
１
０
０
０
円
で
２
～
６
人
は

２
０
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
20
・
１
１
５
５
ま
で
。

■
に
ら
ち
び
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
「
に
ら
ち
び
ツ
ー
リ
ズ
ム
～

幸
福
の
小
径
で
ア
ー
ト
に
触
れ

よ
う
～
」
が
４
月
16
日
に
開
か

れ
る
。
韮
崎
市
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ら
ち
び
主
催
。
午
前

10
時
15
分
に
幸
福
の
小
径
に
集

合
。
対
象
は
未
就
学
児
の
親
子

10
組
（
要
予
約
）。
参
加
無
料
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
23
・
７
６
７

６
ま
で
。

★
音
楽
発
表
会

　

４
月
５
日
に
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
で
「
韮

崎
ア
ラ
ミ
ス
サ
ロ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
音
楽
発

表
会
」
が
開
か
れ
る
。
入
場
無

料
。
午
後
１
時
15
分
開
会
。
詳

し
く
は
☎
０
９
０
‐
８
８
０
３

‐
４
７
８
５
（
稲
葉
）
ま
で
。

　

穂
坂
町
の
家
具
店
や
飲
食

店
、
民
泊
施
設
な
ど
の
有
志

で
つ
く
る
「
穂
坂
小
ま
つ

り
！
実
行
委
員
会
」
は
、
４

月
25
日
に
地
域
の
親
子
や
住

民
と
地
域
の
店
舗
が
交
流
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
穂
坂
小
ま
つ

り
！
」
を
市
立
穂
坂
小
学
校

の
体
育
館
と
校
庭
を
使
っ
て

初
め
て
開
催
す
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
穂

坂
町
に
活
気
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
」
と
昨
年

９
月
に
穂
坂
町
の
家
具
店

従
業
員
の
パ
ン
理
恵
さ
ん

（
36
）
と
同
町
の
飲
食
店
店

主
の
相
山
幸
寛
さ
ん
（
34
）、

民
泊
施
設
の
小
俣
真
由
美
さ

ん
（
58
）
の
３
人
が
発
起
人

と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
準
備
を
進
め
て
い

る
企
画
。（
写
真
）

　

当
日
の
穂
坂
小
ま
つ
り
で

は
、
穂
坂
町
内
や
市
内
か
ら

14
店
舗
が
参
加
し
、
ピ
ザ
や

カ
レ
ー
、
焼
き
菓
子

な
ど
の
飲
食
店
ブ
ー

ス
が
並
び
、
体
育
館

内
で
は
木
工
体
験

や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

せ
っ
け
ん
づ
く
り
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
る
ほ

か
、
校
庭
で
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス

ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」

体
験
や
火
お
こ
し
な

ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

　

実
行
委
員
会
の
小
俣
さ
ん

は
、「
老
若
男
女
が
楽
し
め

る
よ
う
に
準
備
し
て
き
た
。

穂
坂
や
韮
崎
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
た
ち
の
協
力
に

よ
っ
て
実
現
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
、
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
み
ん
な
で
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
来

場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま

で
入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
０
７
０
‐
４
４
３
３
‐

６
５
６
６
（
相
山
）
ま
で
。

　

新
入
学
児
童
の
安
全
を

願
っ
て
、
峡
北
地
区
明
る
い

社
会
づ
く
り
運
動
協
議
会

（
山
田
七
穂
会
長
）
は
、
３

月
26
日
、
韮
崎
市
に
反
射
材

付
き
の
黄
色
い
帽
子
１
５
８

個（
キ
ャ
ッ
プ
型
88
個
、ハ
ッ

ト
型
70
個
）
を
寄
贈
し
た
。

　

こ
の
黄
色
い
帽
子
の
寄
贈

は
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も

を
守
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
図

ろ
う
と
、
１
９
７
８
年
か
ら

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
は
小
学
校
の
入
学

式
で
会
員
が
直
接
寄
贈
し
て

い
た
が
、
今
回
か
ら
市
に
寄

贈
す
る
こ
と
に
し
た
と
い

う
。

　

寄
贈
式
は
市
役
所
で
行

わ
れ
、
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
山
田
会
長

は
、「
子
ど
も
た
ち

が
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
登
下
校
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
ま
た
、
車

を
運
転
す
る
側
へ
の

交
通
安
全
意
識
も
黄

色
い
帽
子
を
き
っ
か

け
に
高
め
た
い
」
と

述
べ
、
黄
色
い
帽
子

を
手
渡
し
た
。（
写
真
）

　

内
藤
久
夫
市
長
は
、「
新

入
学
児
童
の
真
新
し
い
帽
子

を
見
る
と
、
い
よ
い
よ
小
学

校
が
始
ま
る
の
だ
な
と
感
じ

る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
、
学
校
で

の
安
全
教
育
も
進
め
て
い
き

た
い
」
と
感
謝
し
た
。

　

韮
崎
市
教
育
委
員
会
に
よ

る
と
、
寄
贈
さ
れ
た
黄
色
い

帽
子
は
４
月
６
日
に
市
内
５

小
学
校
で
開
か
れ
る
入
学
式

後
、
新
入
学
児
童
１
５
６
人

に
配
布
す
る
と
い
う
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
次
は
？

ま
ち
づ
く
り
で
意
見
交
換

〝
穂
坂
小
ま
つ
り
〟開
催

「
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
」

明るい社会づくり運動協

登下校の安全願い
新１年に帽子寄贈
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韮
崎
市
と
山
梨
県
介
護
福

祉
タ
ク
シ
ー
協
力
会
（
大
塚

達
丸
会
長
・
会
員
事
業
所
24

社
）
は
、
３
月
26
日
、
災
害

時
に
避
難
行
動
要
支
援
者
を

福
祉
避
難
所
な
ど
に
移
送
す

る
「
災
害
時
等
に
お
け
る
応

急
活
動
の
支
援
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
た
。
同
協
定

締
結
は
甲
府
市
に
次
い
で
２

番
目
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に

市
の
要
請
を
受
け
た
タ
ク

シ
ー
協
力
会
が
指
定
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
車
い
す
の

人
や
寝
た
き
り
の
人
な
ど
を

市
内
の
指
定
福
祉
避
難
所
に

車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

で
移
動
が
可
能
な
介
護
福
祉

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
移
送
す

る
こ
と
や
定
期
的
に
医
療
ケ

ア
が
必
要
な
人
を
避
難
所
か

ら
病
院
ま
で
送
迎
す
る
な
ど

の
支
援
を
行
う
。

　

締
結
式
は
市
役
所
で
行
わ

れ
、
大
塚
会
長
と
内
藤
久
夫

市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、

内
藤
市
長
は
、「
介
護
を
必

要
と
す
る
人
を
安
全
安
心
に

移
送
し
て
い
る
経
験
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
要
支

援
者
へ
の
ケ
ア
な
ど
に
協
力

い
た
だ
き
た
い
。
市
と
し
て

も
、
災
害
か
ら
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
防
災
減
災
対
策
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
期
待
し
た
。

　

大
塚
会
長
は
、「
福
祉
車

両
な
ど
の
専
門
的
な
資
源
を

活
用
し
、
災
害
時
の
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の

皆
様
の
安
心
安
全
の
た
め
に

努
め
て
い
く
」
と
話
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
市
民
の
避

難
誘
導
や
避
難
所
開
設
な
ど

を
行
う
韮
崎
市
の
地
域
減
災

リ
ー
ダ
ー
や
区
長
な
ど
を
対

象
に
し
た
「
第
16
回
韮
崎
市

減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
韮
崎

市
主
催
）
が
、
３
月
27
日
に

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
約
１

８
０
人
が
研
修
や
基
調
講
演

を
通
し
て
災
害
時
の
対
応
を

学
ん
だ
。（
写
真
）

　

こ
の
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
防
災
や
減
災
の
専
門
家

や
大
規
模
災
害

の
経
験
者
な
ど

を
講
師
に
迎
え

て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
減
災
ネ
ッ

ト
や
ま
な
し
の

向
山
建
生
理
事

長
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
ト
イ
レ

研
究
所
の
加
藤

篤
代
表
理
事
を

講
師
に
迎
え
た
。

　

第
１
部
の
地

域
減
災
リ
ー

ダ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
で

は
「
あ
れ
か
ら
15
年
韮
崎
市

の
今
」
を
テ
ー
マ
に
向
山
理

事
長
が
、
２
０
１
１
年
３
月

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
市
で
は
、
同
年
９

月
に
地
域
防
災
計
画
を
見
直

し
、「
い
ざ
と
い
う
時
に
機

能
す
る
自
主
防
災
組
織
づ
く

り
」
と
し
て
、「
地
域
減
災

リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
を
進
め

て
き
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、
市
民
の
防
災
力
向
上
の

た
め
の
「
減
災
出
前
塾
」
の

活
用
を
呼
び
か
け
た
。

　

続
く
、
第
２
部
の
基
調
講

演
は
「
ど
う
す
る
？
ど
う
な

る
？
災
害
時
の
ト
イ
レ
」
を

演
題
に
加
藤
代
表
理
事
は

「
災
害
時
の
ト
イ
レ
事
情
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
あ

ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と

話
し
始
め
、
阪
神
大
震
災
や

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
避
難

所
の
ト
イ
レ
の
写
真
を
紹
介

し
、「
糞
尿
や
汚
れ
た
下
着
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
便

器
や
ト
イ
レ
に
あ
ふ
れ
て
い

た
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、「
災
害
時
に
避
難

所
で
問
題
と
な
っ
た
設
備

や
被
災
者
が
必
要
な
も
の
、

困
っ
た
こ
と
の
１
位
は
ト
イ

レ
だ
っ
た
」、「
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
は
発
災
か
ら
８
日
以

上
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

る
」と
い
い
、「
携
帯
ト
イ
レ
」

の
備
え
や
実
際
に
使
っ
て
訓

練
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

最
後
は
、
仮
設
ト
イ
レ
周

辺
は
夜
で
も
必
ず
明
る
く
す

る
こ
と
が
重
要
と
し
、「
防

犯
や
事
故
の
リ
ス
ク
を
下
げ

る
。
男
性
用
と
女
性
用
の
仮

設
ト
イ
レ
は
絶
対
に
同
じ
場

所
に
設
置
し
な
い
よ
う
設
置

場
所
も
し
っ
か
り
検
討
す
る

こ
と
」
と
語
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
受

け
て
い
る
県
立
韮
崎
高
等
学

校
の
１
、
２
年
生
は
、
３
月

17
日
、
科
学
や
環
境
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
１
年
間
の
研

究
成
果
を
発
表
す
る
「
Ｓ
Ｓ

Ｈ
探
求
交
流
会
」を
開
い
た
。

　

こ
の
探
求
交
流
会
は
、
２

０
１
２
年
か
ら
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
41
グ
ル
ー

プ
99
人
が
研
究
成
果
を
ま
と

め
、
生
徒
た
ち
は
体
育
館
や

教
室
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ

た
生
徒
や
教
諭
な
ど
に
発
表

し
た
。（
写
真
）

　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
用
い
た

窒
素
消
火
剤
」
を
は
じ
め
、

「
色
の
心
理
的
効
果
」、「
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研

究
」、「
電
子
レ
ン
ジ
で
オ
ー

ロ
ラ
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
、

研
究
理
由
や
成
果
を
発
表

し
、
訪
れ
た
人
た
ち

の
質
問
に
答
え
た
。

24
年
か
ら
「
甘
利

山
さ
わ
ら
池
の
調
査
」

を
進
め
て
い
る
有
賀

翔
さ
ん
（
２
年
）
は
、

「
多
く
の
人
に
調
査
結

果
を
報
告
す
る
機
会

は
あ
ま
り
な
い
の
で

貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

３
年
生
に
な
っ
て
も

こ
の
調
査
を
続
け
、
地
域
の

山
と
し
て
認
知
度
を
高
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
韮
崎
高
校

Ｏ
Ｂ
で
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医

学
賞
を
受
賞
し
た
大
村
智
博

士
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と

し
て
登
場
し
、「
自
然
は
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
出
発

点
。
自
然
に
親
し
む
こ
と
で

研
究
の
道
が
開
け
、
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
生
徒
約
４
４
０
人
を

激
励
し
た
。

　
穴
山
さ
く
ら
祭
り

　

地
域
住
民
同
士
で
花
見
を

し
な
が
ら
、
踊
り
や
音
楽
な

ど
の
発
表
を
楽
し
む
「
穴
山

町
さ
く
ら
祭
り
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
、
３
月
29

日
、
穴
山
町
の
穴
山
さ
く
ら

公
園
で
開
か
れ
た
。
今
回
で

15
回
目
。（
写
真
）

　

当
日
は
、
公
園
内
に
あ
る

エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
約
１
０

０
本
が
満
開
を
迎
え
、
公
園

中
央
広
場
で
は
地
域
住
民
有

志
に
よ
る「
穴
山
観
光
小
唄
」

の
踊
り
や
太
鼓
の
演
奏
、
ス

イ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
た
。

　

穴
山
町
の
石
水
地
区
か
ら

来
場
し
た
長
坂
泰
子
さ
ん

（
78
）
は
、「
地
域
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
一

緒
に
花
見
が
で
き
る
の
は
楽

し
い
。
も
っ
と
こ
の
場
所
や

穴
山
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
ア
マ
ゴ
放
流
体
験
会

　

春
休
み
期
間
中
の
児
童
に

自
然
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
峡
北
漁
業
協
同

組
合
（
千
野
秀
一
組
合
長
）

は
、
３
月
28
日
、
柳
原
神
社

東
側
と
須
玉
の
ろ
し
の
里
公

園
近
く
の
塩
川
で
、
ア
マ
ゴ

の
成
魚
の
放
流
体
験
会
を
初

め
て
開
い
た
。（
写
真
）

　

柳
原
神
社
東
側
の
塩
川
で

行
わ
れ
た
放
流
体
験
会
に

は
、
小
学
生
の
親
子
３
組
が

参
加
。
峡
北
漁
業
協
同
組
合

の
矢
嶌
治
放
流
委
員
長
が
参

加
者
を
前
に
「
ア
マ
ゴ
は
赤

い
斑
点
が
体
に
並
ん
で
い
る

の
が
特
徴
で
す
」と
説
明
し
、

オ
ス
と
メ
ス
の
見
分
け
方
や

生
息
す
る
川
の
環
境
に
よ
っ

て
体
の
色
が
変
わ
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は

親
や
同
組
合
の
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
水
深
約
10
㌢
の
川
の

中
に
入
っ
て
約
20
㌢
～
25
㌢

の
ア
マ
ゴ
の
成
魚
約
１
５
０

匹
を
放
流
し
、「
元
気
に
育
っ

て
ね
」
と
成
長
を
願
っ
て
い

た
。

　
春
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

来
館
者
に
春
の
訪
れ
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
韮
崎
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
を

運
営
す
る
株
式
会
社
ま
あ
め

い
く
は
、
３
月
28
日
、
県
立

韮
崎
高
等
学
校
筝
曲
部
（
堀

内
久
顧
問
）
を
迎
え
た
「
春

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
ニ

コ
リ
共
用
ス
ペ
ー
ス
で
開
い

た
。（
写
真
）

　

当
日
は
約
１
０
０
人
が
来

場
。
筝
曲
部
の
１
、
２
年
生

の
部
員
計
12
人
が
「
ひ
な
ま

つ
り
」
や
「
春
よ
、
来
い
」

の
春
に
ち
な
ん
だ
曲
を
披
露

し
た
り
、「
流
星
群
」
や
「
い

つ
も
何
度
で
も
」
な
ど
７
曲

を
演
奏
。
息
の
合
っ
た
美
し

い
調
べ
で
観
客
を
魅
了
し
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

た
。

　
窟
観
音
祭
典
開
催

　

春
分
の
日
の
３
月
20
日
に

一
般
公
開
さ
れ
る
雲
岸
寺

（
中
央
町
）
の
本
尊
聖
観
世

音
菩
薩
に
交
通
安
全
や
家
内

安
全
を
願
う
「
窟
（
あ
な
）

観
音
祭
典
」（
同
祭
典
実
行

委
員
会
主
催
）
が
開
か
れ
、

多
く
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
。

　

当
日
は
聖
観
世
音
菩
薩
を

安
置
し
て
い
る
窟
観
音
堂
で

「
大
般
若
祈
祷
会
」
が
執
り

行
わ
れ
、
亀
田
政
隆
住
職
が

読
経
す
る
中
、
同
実
行
委
員

会
の
役
員
や
参
拝
客
約
10
人

が
手
を
合
わ
せ
て
交
通
安
全

や
家
内
安
全
を
願
っ
た
。

　

ま
た
、
本
殿
前
に
設
け
ら

れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
よ
さ

こ
い
踊
り
や
福
引
き
大
会
な

ど
の
催
し
が
開
か
れ
た
ほ

か
、
焼
き
そ
ば
や
リ
ン
ゴ
あ

め
な
ど
約
30
の
露
店
の
出
店

も
あ
っ
た
。

倫
理
法
人
会
の
講
演

　

韮
崎
市
倫
理
法
人
会
の
会

員
や
一
般
の
経
営
者
に
会
社

経
営
の
心
構
え
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
同
会
は
３
月

23
日
、「
倫
理
経
営
講
演
会
」

を
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ニ
コ
リ
で
開
き
、
約
80
人
が

経
営
者
の
体
験
談
に
耳
を
傾

け
た
。

　

講
演
で
は
群
馬
県
倫
理
法

人
会
の
町
田
護
会
長
が
機
械

器
具
製
造
企
業
の
代
表
と
し

て
長
男
と
働
き
始
め
た
が
う

ま
く
い
か
ず
、
倫
理
法
人
会

の
会
員
に
相
談
し
、
そ
の
助

言
を
素
直
に
実
行
し
た
こ
と

で
関
係
が
改
善
さ
れ
た
話
や

大
阪
府
倫
理
法
人
会
の
山
本

一
相
談
役
は
「
企
業
は
人
な

り
～
経
営
者
が
変
わ
れ
ば
会

社
は
変
わ
る
～
」
を
テ
ー

マ
に
倫
理
法
人
会
の
活
動
を

通
し
て
「
経
営
は
喜
ん
で
取

り
組
む
こ
と
」
を
学
び
、
実

践
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。

福祉タクシー協力会と災害協定

移送で要介護者を支援
減
災
出
前
塾
の
活
用
を

災
害
時
の
ト
イ
レ
事
情
紹
介

Ｓ
Ｓ
Ｈ
探
求
交
流
会

41
グ
ル
ー
プ
が
成
果
を
発
表

韮崎高校

協定書を交わした内藤市長（左）と大塚会長（右）



第　１２１　号 ２０２６年４月５日（４）韮崎ジャーナル

４月の講演内容 と　き　AM6:00～7:00
ところ　韮崎市商工会館　

毎週火曜日

経営者モーニングセミナー開催
参加費無料

４
７

14

21

28
中島 敬二 様

４

４

４

酒井 大輔 様

「これからの韮崎市」

「倫理との出会い、学び、実践、
そしてこれから。」

「笑顔と元気な声でいれば
　　大抵のことは上手くいく」

「あれから 10年、
倫理のおかげで繋がれた」

山梨県MS副委員長
千里株式会社 統括 東谷 直巳 様

参加を希望の方は事前にご連絡下さい

韮崎市長
韮崎市倫理法人会 顧問 内藤 久夫 様

法人レクチャラー 燕・弥彦倫理法人会
（株）いかの墨 代表取締役

甲府南倫理法人会 専任幹事
（株）酒井サイディング 代表取締役

　　株式会社
八ヶ岳総合不動産

北杜市大泉町
　　　西井出 8240-6321

電話：0551-38-1711

お客さまのパートナーとして
お手伝いさせていただきます

　山梨県宅地建物取引業協会所属
山梨県宅地建物取引業保証協会所属

山梨県知事（9）第1338号

土地や別荘などの購入
　　　　　　売却をお考えの方

使っていない不動産の
運用、売却

自動車高値買取
安心サポート販売

法人向け新車リース始めました法人向け新車リース始めました

向富山 蔵前院
韮崎市中央町 6-8

永代供養付樹木葬型個人墓

０９０-７５２２-６１３６
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１区画 3６万円～（名板代込み・文字入れ代別）

（韮崎駅から徒歩 5分）

区画
永代霊廟 慈恩内

お墓に関するお問い合わせは

※区画予約金不要

９区画残り

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
す
韮
崎
市
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
会
（
萩
原

和
也
委
員
長
）
は
、
３
月
25

日
、「
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
し
て
」
を
基

本
テ
ー
マ
に
１
年

間
活
動
し
て
き
た

成
果
と
市
へ
の
提

言
書
を
ま
と
め
た

「
令
和
７
年
度
活

動
報
告
書
及
び
提

言
書
」
を
内
藤
久

夫
市
長
に
提
出
し

た
。（
写
真
）

　

今
回
は
市
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
市
民

や
在
勤
者
計
17
人

が
基
本
テ
ー
マ
を

も
と
に
「
働
き
方
」、「
暮
ら

し
」、「
多
様
性
」の
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
昨
年
４
月
～

今
年
３
月
ま
で
毎
月
１
回
、

研
修
や
定
例
会
を
開
き
、
市

の
男
女
共
同
参
画
の
課
題
や

改
善
点
な
ど
を
議
論
し
て
き

た
。

　

提
言
書
で
は
、「
性
別
に

関
係
な
く
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
魅
力
的
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
」
と
し
、「
地
域
に
お

け
る
若
年
層
お
よ
び
女
性
の

参
画
と
高
齢
者
層
の
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
理
解
の
促

進
」
や
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
る
職

場
の
実
現
」、「
誰
も
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
市
の
相
談

窓
口
の
強
化
と
改
善
」、「
女

性
減
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

当
日
は
、
市
役
所
で
提
出

式
が
開
か
れ
、
委
員
13
人
が

出
席
し
、
萩
原
委
員
長
が

「
委
員
た
ち
と
一
丸
と
な
っ

て
身
近
な
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
問
題
解
決
の
た
め
に

探
求
、
検
討
し
て
き
た
。
市

政
に
反
映
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ

て
、
内
藤
市
長
に
活
動
報
告

書
と
提
言
書
の
冊
子
を
手
渡

し
た
。

　

内
藤
市
長
は
、「
具
体
的

に
提
言
し
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
庁
内
で
共
有
し
、
実
現

で
き
る
項
目
は
早
く
実
施
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

韮
崎
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

６
社
と
市
内
で
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
開
業
を
予
定
し
て
い
る
醸

造
者
２
人
が
一
堂
に
集
ま

り
、
２
０
２
１
年
～
25
年
に

醸
造
し
た
韮
崎
産
ワ
イ
ン
を

紹
介
す
る
「
に
ら
さ
き
ワ
イ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、

３
月
22
日
に
Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅
前

広
場
で
開
か
れ
、
多
く
の
人

出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。（
写
真
）

　

当
日
は
、
会
場
に
韮
崎
産

ワ
イ
ン
33
銘
柄
が
並
び
、
来

場
者
は
赤
ワ
イ
ン
や
白
ワ
イ

ン
、
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
な
ど
、
好

み
の
ワ
イ
ン
を
探
し
た
り
、

ワ
イ
ン
に
合
う
つ
ま
み
を
購

入
し
て
舌
鼓
を
打
っ
て
い

た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
ワ
イ
ン
ク
イ
ズ
大
会
や
利

き
ワ
イ
ン
大
会
、
音
楽
ラ
イ

ブ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
が
開

か
れ
、会
場
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

韮
崎
大
村
美
術
館
は
四
季

の
移
ろ
い
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
、
収
蔵
作
品
の
中
か
ら

「
花
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵

画
22
点
を
紹
介
す
る
企
画
展

「
季
節
の
彩
り
花
の
歳
時
記
」

を
開
い
て
い
る
。
会
期
は
６

月
21
日
ま
で
。（
写
真
）

　

こ
の
企
画
展
は
、
大
村
美

術
館
の
学
芸
員
が
選
ん
だ
サ

ク
ラ
や
バ
ラ
、
ヒ
マ
ワ
リ
、

ツ
バ
キ
な
ど
、
季
節
ご
と
の

花
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
女

性
作
家
21
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
で
描
い
た
風
景
や
静
物

な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

　

若
林
美
帆
学
芸
員
は
、「
季

節
の
花
を
厳
選
し
て
い
る

が
、
作
品
の
色
合
い
だ
け
で

も
ど
の
季
節
か
が
分
か
る
の

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
ま

た
、
美
術
館
周
辺
の
風
景
も

春
色
に
あ
ふ
れ
て
き
て
い
る

の
で
、
企
画
展
と
一
緒
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

韮
崎
大
村
美
術
館
は
午
前

10
時
開
館
で
休
館
日
は
水
曜

日
。
入
館
料
は
一
般
５
０

０
円
（
小
中
高
校
生
２
０

０
円
）。
問
い
合
わ
せ
は
☎

23
・
７
７
７
５
ま
で
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を

花
の
作
品
展
示

韮
崎
大
村
美
術
館

33
銘
柄
が
登
場

ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
開
催

http://chino.or.jp/
http://newwell.school
https://www.goo-net.com/usedcar_shop/1200385/detail.html
https://www.instagram.com/carshop_garden/

